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　　践園の動き
一一3潟響日現雀一一

男　　　4，465《一〇》

嚢　　　4，498（一5）

計　　　8，963（一5）

世帯数2，22董（一3）

　（1は醜肩琵較

春よ来い、早く来い
　　　　　　　　　　　　　　一2月1日　橘保育園一

　きょうは、保育園の豆まき会です．カゼひき鬼、泣き虫鬼、

おこりんぼ鬼などなど、いろいろな鬼さんの顔が見えます．

　まだ寒い運動場では、はだしになった元気のよい園児たち

が、今や遅しと出番を待っています．

　ここでは、園児たちの声は、「鬼は外、福は内」ならぬ、

「冬よ去れ、春よ来い」と聞こえるような、『季節を告げる

（分ける）セツブン』でした。

　　口休日救急医
3月10日大坪医院（四日町）實57－6100

17日大島医院（川原町）台52－2957

21日至誠堂医院（西浦町）君52－3276

　24日山口医院（下条）a55－2003

　31日中条病院（中条）a57－3018

4月7日富田医院（神明町）台52－3269



甑
〃

う

　
第
藍
回
町
議
会
定
例
会
が
三
月
㎝

日
か
穆
開
か
れ
て
い
豪
す
。
会
期
ぽ
、

蕊
牽
六
日
ま
で
の
予
定
と
な
っ
で
い

ま
す
。初

圏
の
一
日
は
、
新
年
度
予
算
に

関
係
す
る
、
ふ
る
さ
と
広
場
設
置
条

例
な
ど
が
所
管
の
常
任
委
員
会
に
付

託
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
一
般
会
計

の
補
正
予
算
な
ど
が
審
議
さ
れ
ま
し

だ
。
さ
ら
は
、
農
業
委
員
に
上
村
広

治
議
員
が
推
薦
さ
れ
ま
し
た
。

　
五
日
か
ら
ぽ
、
新
年
度
予
算
の
審

議
に
入
り
ま
し
た
。
町
長
の
提
案
理

由
の
説
明
の
あ
と
、
各
常
任
委
員
会

の
調
査
を
経
て
、
二
十
二
圏
に
は
、

平
成
三
年
度
予
算
が
成
立
す
る
見
込

み
で
す
。

　
一
日
に
議
決
さ
れ
た
条
例
の
一
部

改
正
を
中
心
に
、
議
会
前
半
の
概
要

を
沿
知
ら
せ
し
ま
す
。

固
定
資
産
税
率
を
標
準
税
率
に

　
平
成
三
年
度
分
か
ら
の
固
定
資
産

税
率
が
、
現
行
の
一
・
四
二
五
％
か

ら
一
・
四
％
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
に
よ
る
減
税
の
見
込

特
別
職
の
報
酬

　
　
　
を
引
き
上
げ

町
議
会
議
員
の
報
酬

　
四
月
一
日
か
ら
、
議
長
二
十
一
万

円
、
副
議
長
十
六
万
四
千
円
、
常
任

委
員
長
十
五
万
三
千
円
、
議
員
十
四

万
九
千
円
に
、
そ
れ
ぞ
れ
報
酬
月
額

が
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

非
常
勤
特
別
職
の
報
酬

　
農
業
委
員
会
、
教
育
委
員
会
な
ど

非
常
勤
の
各
種
委
員
報
酬
が
改
め
ら

れ
ま
し
た
。

　
農
業
委
員
会
会
長
、
教
育
委
員
会

委
員
長
は
、
月
額
二
万
三
千
円
。

　
農
業
委
員
会
会
長
代
理
は
一
万
九

千
円
に
、
農
業
委
員
会
、
教
育
委
員

会
の
委
員
は
そ
れ
ぞ
れ
一
万
八
千
円

に
。
ま
た
、
監
査
委
員
の
う
ち
知
識

経
験
者
は
二
万
八
千
円
、
同
議
会
選

出
者
は
一
万
八
千
円
と
改
め
ら
れ
ま

し
た
。

額
は
、
お
よ
そ
七
百
九
十
万
円
で
す
。

　
こ
れ
で
、
昭
和
五
十
七
年
度
当
時

一
・
七
％
だ
っ
た
税
率
が
、
標
準
税

率
（
一
・
四
％
）
に
な
り
ま
し
た
。

幼雅園運動会（2．10．7）

三
役
、
教
育
長
の
給
与

　
町
長
は
、
月
額
六
十
三
万
三
千
円
、

助
役
四
十
九
万
六
千
円
、
収
入
役
四

十
七
万
二
干
円
、
教
育
長
四
士
二
万

五
千
円
に
そ
れ
ぞ
れ
改
め
ら
れ
ま
し

た
。

幼
雅
園
の

保
育
料
を
改
正

　
四
月
一
日
か
ら
、
幼
雅
園
の
保
育

料
が
、
年
額
十
万
八
千
円
か
ら
士
二

万
二
千
円
に
改
め
ら
れ
ま
す
。

　　　　　口口

忠
雄
町
議
（
三
領
）

　
二
月
四
日
、
療
養
先
の
十
日
町
病

院
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
亨
年
六
十

四
歳
。
昭
和
六
十
年
初
当
選
、
産
業

厚
生
常
任
委
員
、
克
雪
対
策
特
別
委

員
、
農
業
委
員
な
ど
を
つ
と
め
ま
し

3・3．10　麟

平
成
四
年
の
完
成
を
め
ざ
し
て

灘
　　慧、

　
「
妻
有
大
橋
」
の
完
成

予
想
図
が
で
き
ま
し
た
。

　
橋
の
起
点
・
終
点
の
両

側
に
は
、
雪
の
結
晶
が
形

ど
ら
れ
た
親
柱
が
設
け
ら

れ
、
橋
の
高
欄
に
は
町
の

鳥
キ
ジ
、
町
の
花
ヤ
マ
ユ

リ
㊤
、
ア
ザ
イ
ン
板
が
四
組

は
め
こ
ま
れ
る
予
定
で
す
。

　
橋
桁
（
は
し
げ
た
）
は
、

濃
淡
二
色
の
ワ
イ
ン
レ
ッ

ド
（
赤
紫
）
の
色
が
塗
ら

れ
ま
す
。

　
ま
た
、
橋
の
歩
道
側
三

ヵ
所
に
、
お
よ
そ
百
三
十

メ
ー
ト
ル
お
き
に
、
、
ハ
ル
コ

ニ
ー
が
設
置
さ
れ
、
景
観

を
楽
し
む
場
所
と
し
て
話

題
を
呼
び
そ
う
で
す
。



平成3年度一般会計予算の姿

（歳出）

その他の内訳

消防費3．5
商工費2．9
災害復旧費2．1

議会費1．8

予備費0．4
ヤヤダ

男働費0．3

衛生費

民生費

　　6，8
7，9

　農林水産業費

　　　　8，7
　公債費
　10．3

・　　教育費

　　15。4

その他

11．0

総務費

19．0

土木費

20．9

その他　　15．9

国庫支出金　　　5．1

繰入金　　　6．2

町　債　　10。5

町　税

　　16．8

地方交付税

　45．5

（単位：％）

（歳入）その他の内訳

金
入
入
税
金

　
　
　
　
担

出
　
収
与
負

　
収
　
譲
・

支
　
産
　
金

　
　
　
方
担

県
諸
財
地
分

6
4
0
門
／
6

り
　
　
　
　
　
ロ
　
　
ヨ
　
　
ロ

3
Q
J
Q
O
1
1
1

自動車取得税交付金

　　　　　　0．9
繰　越　金　O．7
使用料及び手数料

　　　　　　0．6
利子割交付金　O．4

歳出　総額41億3，500万円　歳入

雪にもめげずたくましく
発展する町に

●道路整備（改良6路線、舗装
21路線、推持補修10箇所）

　　　　　　　489，264千円

●克雪（流雪溝基本計画の第定、

　小型除雪機の増設、除雪作業
　の地区委託対象除雪路線の改
修）　　　　　　　　66000千円

　　　　　　　　　9

医療費助成、福祉タクシー利
用助成

1835千円9

●嫁・むこ（後継者）対策（嫁・

　むこ家庭相談員制度スタート）

　　　　　　　　3，805千円

心身ともに健康で明るい
町に

●健康の増進（ヘルスパイオニ
　アタウン事業）
　　　　　　　　6，500千円

はたらく喜びにあふれる
町に

●農業（山野田・塩辛地区集落
センター建設補助、転作機械
の整備拡充）

　　　　　　　　17，109千円

●林業（緑の学校開催、節黒城
キャンプ場バンガロー建設）

　　　　　　　　16，224千円

●商工・観光（民俗資料館脇に
屋外トイレ建設）

　　　　　　　　12，291千円

おもいやりと親切がいっ
ぱいの町に

●社会福祉（母子・父子・障害
福祉費の新設、ひとり親家族

新
年
度
予
算
を
記
者
団
に
公
表
す
る

南
雲
町
長
（
2
・
6
）

●医療の充実（国保診療所の医
療機器充実、医師住宅建設、
仙田へき地出張診療所改装）

　　　　　　　　68，951千円

●ごみ処理（ごみ減量、分別収
　集事業スタート）　2，494千円

●上水道（水道水源対策事業）

　　　　　　　　149，075千円

●下水道（干手地区公共下水道
基本計画策定、集落下水道事
業整備・処理場建設（橘・川
辺地区））

　　　　　　　　368，325千円

●住宅（克雪住宅資金貸付基金
の拡充（耐雪住宅の貸し付け
利率引き下げ5．O％⇒2．5％））

　　　　　　　　35，000千円

かおりゆかしい文化を創
造する町に

●学校教育（山村留学推進委員
　会の設置、千手小校舎大規模
改造（継続）、白倉小体育館
改修、川西中グラウンド改修）

　　　　　　　　170256干円
　　　　　　　　　つ●社会教育（生涯学習推進事業
の拡充、文化会館建設への具
体化（建設委員会の結成、積
立金の拡充））

　　　　　　　　59，419千円

●体育・スポーツ・コミュニテ
　ィー（町体育協会設立20周年
記念事業補助、克雪管理セン

　ター改造）
　　　　　　　　13，381千円

●ふるさと創生事業（中子ふる
　さと広場施設整備（継続）

　　　　　　　117，696干円

轡　3・3・10



⑳

転
作
面
積
を
配
分

転
作
作
物
種
子

　
　
　
　
種
苗
を
新
規
で
助
成

　
　
　
　
　
　
灘

職
幽
麟

　
　
　
　
義
　
．

　　　　　　　　　1

　　　　　態

大
豆
・
ソ
バ
専
用
コ
ン
バ
イ
ン
の
実
習
会
の
も
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
木
落
）

　
二
月
二
十
一
日
、
総
合
セ
ン
タ
ー

で
転
作
面
積
の
配
分
会
議
が
開
か
れ

ま
し
た
。
平
成
二
年
度
の
転
作
実
績

報
告
、
限
度
数
量
実
績
報
告
に
続
き
、

平
成
三
年
度
転
作
目
標
面
積
な
ど
が
、

各
集
落
の
転
作
推
進
事
務
協
力
員
に

配
分
内
示
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
三
年
度
の
取
り
組
み
方
向
は

①
集
落
で
の
話
し
合
い
か
ら
進
め
る

集
団
転
作
地
域
の
拡
大
と
、
作
物
の

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
考
え
た
れ
ん
た

ん
団
地
化
の
推
進
。

②
農
家
経
営
を
安
定
す
る
た
め
、
転

作
可
能
な
基
盤
の
整
備
、
農
用
地
の

貸
借
、
交
換
な
ど
の
活
用
。

③
畑
作
振
興
を
進
め
、
収
益
性
の
向

上
に
努
め
る
。

④
重
点
作
物
は

一
般
作
物
“
大
豆
、
青
刈
り
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
、
ソ
バ
（
前
作
を
伴
っ
た
も

の
）
特
例
作
物
“
加
工
用
ナ
ス
、
野

沢
菜
、
ス
イ
カ
、
ス
イ
ト
コ
ー
ン
、

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
な
ど
販
売
に
結
び
つ

く
も
の
。

⑤
転
作
目
標
面
積
の
配
分
算
定
は
、

集
落
か
ら
報
告
の
あ
っ
た
作
付
可
能

面
積
を
算
定
基
礎
と
し
て
一
律
配
分

し
た
。

⑥
町
の
単
独
助
成
措
置
は

転
作
作
物
種
子
、
種
苗
導
入
粋
（
新

集　　落　　名 実転作目標面積 他用途利用米予定数量

東　　　　　山 506．Oa 5，110㎏
水　　ロ　　沢 265．2 2，700
上　　新　　井 309．1 3，280
中　　屋　　敷 383．7 3，940
沖　　　　　立 1，444．6 15，830
伊　　　　　友 907．8 9，770
高　　原　　田 292．7 3，010
坪　　　　　山 405．8 4，180
霜　　　　　条 385．1 3，960
鶴　　　　　吉 150．5 1，560
繋　　雛　　誹 遜製（）5Q．5 53y3鱗《）

上　　　　　　野 827．1 8，450
元　　　　　　町 520．1 5，320
新　町　新　田 590．5 5，910
下　平　新　田 460．7 4，620
三　　　　　領 255．2 2，670
小　　根　　岸 197．5 2，050
上　　野　　欝 露＄態窪。1 2騎（）2iQ

木　　　　　落 829．3 8，780
寺　　ケ　　崎 159．6 』620
塩　　　　　辛 151．0 1，480
仁　　　　　田 825．O 8，250
野　　　　　　ロ 』OO4．6 10，200
原　　　　　　田 341．7 3，450
根　　　　　深 302．7 3，060
下　　　　　　原 370．1 3，790
橘　　　　　欝 3夢鰍34．O 4（）覧630

中　　仙　　田 393．0 3，930
室　　　　　島 302．0 3，030
小　　　　　脇 199．3 1，910
古　　　　　　　　　　　　ム
同　　　　　　　　　居 148．O 1，420
藤　　　　　沢 12．9 一

　　　　一田　　　　　　斤 201．4 1，970
赤　　　　　谷 329．4 3，240
岩　　　　　瀬 361．5 3，560
大　　　　　倉 62．2 600
大　　白　　倉 300．6 2，940
小　　白　　倉 364．1 3，570
紬　　認　　欝 欝674．4 36，1マ（〉

川西町合計 14，560．0 149，160

規
）
一
般
・
特
例
作
物
、
野
菜
類
の
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

転
作
を
す
る
組
織
、
個
人
に
対
し
て
　
＆

種
子
、
種
苗
の
二
分
の
一
以
内
又
は
、
＆

組
織
で
十
万
円
、
個
人
で
五
万
円
を

限
度
。

重
点
作
物
組
織
育
成
隅
一
般
・
特
例

作
物
の
転
作
を
実
施
す
る
組
織
、
個

人
に
対
し
て
、
作
物
別
に
作
付
面
積

に
応
じ
て
三
千
円
～
五
千
円
。
レ
ン

コ
ン
、
ク
ワ
イ
、
ワ
ラ
工
芸
品
、
ソ

バ
ー
組
織
、
個
人
に
対
し
て
出
荷
額

の
一
割
以
内
又
は
、
組
織
で
五
万
円
、

個
人
で
一
万
円
を
限
度
。

転
作
機
械
施
設
整
備
“
集
団
転
作
を

実
施
す
る
生
産
組
織
な
ど
が
機
械
施

　
　
　
　
　
　
　
設
を
導
入
す
る
場

　
　
　
　
　
　
　
合
、
必
要
な
経
費
。

　
　
　
　
　
　
　
転
作
作
物
実
証
ほ

　
　
　
　
　
　
　
設
置
“
地
域
に
適

　
　
　
　
　
　
　
し
た
新
規
転
作
作

　
　
　
　
　
　
　
物
、
技
術
の
導
入

　
　
　
　
　
　
　
を
す
る
た
め
、
栽

　
　
　
　
　
　
　
培
実
証
ほ
を
設
置

　
　
　
　
　
　
　
す
る
組
織
又
は
、

　
　
　
　
　
　
　
個
人
に
対
し
て
委

　
　
　
　
　
　
　
託
料
。

　
　
　
　
　
　
　
転
作
作
物
販
売
施

　
　
　
　
　
　
　
設
設
置
n
組
織
が

　
　
　
　
　
　
　
転
作
作
物
を
中
心

　
　
　
　
　
　
　
と
し
た
無
人
販
売

　
　
　
　
　
　
　
所
を
設
置
す
る
と

　
　
　
　
　
　
　
き
、
施
設
の
設
置

　
　
　
　
　
　
　
費
。



　
二
月
二
十
一
日
夜
、
活
性
化
セ
ン

タ
ー
で
、
新
し
い
「
ミ
ス
か
わ
に
し
」

の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
と
し
の
ミ
ス
か
わ
に
し
に
は
、

次
の
お
二
人
が
七
人
の
応
募
の
中
か

ら
選
ば
れ
ま
し
た
。

渡
辺
　
真
美
さ
ん
（
2
5
）
上
　
野

佐
藤
み
ゆ
き
さ
ん
（
22
）
小
千
谷
市

　
、
、
・
ス
か
わ
に
し
の
選
考
は
、
こ
と

しわかスミ

し
で
四
回
目
と
な
り
ま
し
た
。
ミ
ス

か
ら
は
、
町
の
雪
ま
つ
り
を
は
じ
め
、

県
内
外
で
開
か
れ
る
物
産
展
な
ど
に

参
加
し
て
い
た
だ
き
、
町
の
顔
と
し

て
ご
活
躍
願
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
ミ
ス
に
選
ば
れ
た
お
二
人

に
は
、
五
泊
六
日
の
ハ
ワ
イ
旅
行
が

贈
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
町
を
ど
の
よ
う
に
P
R
す
る
か
と

い
う
質
問
に
、
渡
辺
さ
ん
は
、
　
「
山

菜
が
豊
富
で
、
ま
つ
り
な
ど
も
い
く

つ
か
あ
り
ま
す
。
町
の
自
然
の
素
晴

ら
し
さ
を
P
R
し
た
い
。
」
佐
藤
さ

ん
は
、
　
「
な
か
ま
の
家
に
勤
務
し
て

三
年
に
な
り
ま
す
。
他
の
市
町
村
に

な
い
、
町
の
人
た
ち
の
暖
か
さ
を
伝

え
た
い
。
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。ミスかわにしの佐藤さん（左）と渡辺さん

騰

豊

町行造林事業の

作業班員を募集
締め切り3月25日

　
町
内
の
山
林
地
帯
で
、
雑
木
の
伐

採
や
杉
苗
の
植
林
な
ど
の
作
業
に
従

事
す
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

◎
募
集
人
員
　
男
子
　
31
人

　
　
　
　
　
　
女
子
4
入

◎
採
用
条
件

①
町
民
で
健
康
な
人

②
男
子
は
チ
エ
ン
ソ
ー
、
刈
払
機
の

　
操
作
が
で
き
る
人

③
年
齢
は
4
月
1
日
現
在
70
歳
未

　
満

④
募
集
人
員
を
超
え
た
場
合
は
、
技

　
術
・
資
格
・
年
齢
な
ど
を
考
慮
し

　
て
選
考
し
ま
す

◎
賃
　
金
原
則
と
し
て
町
の
農

業
標
準
賃
金
（
男
六
千
三
百
円
、
女

五
千
九
百
円
）
を
基
本
日
額
と
し
、

ほ
か
に
技
術
・
運
転
手
な
ど
の
諸
手

当
を
加
算
し
て
決
め
ま
す
。

◎
賞
　
与
勤
務
日
数
な
ど
を
勘

案
し
た
特
別
賞
与
を
支
給
し
ま
す
。

◎
期
　
　
間
平
成
3
年
5
月
1
日

か
ら
H
月
3
0
日
の
予
定
。

◎
就
業
時
間
　
始
業
午
前
8
時
、
終

業
午
後
5
時
1
0
分

◎
休
　
日
原
則
と
し
て
日
曜
日
。

◎
申
込
方
法
　
健
康
診
断
書
、
印
鑑
、

そ
れ
に
自
動
車
運
転
免
許
所
有
者
は

免
許
証
を
持
参
の
う
え
、
産
業
課
林

政
係
へ
。

◎
締
め
切
り
3
月
25
日
（
月
）

◎
そ
の
他
　
短
期
特
別
雇
用
保
険
、

労
働
災
害
適
用
の
制
度
あ
り
。

　
採
用
者
に
は
、
4
月
2
0
日
ま
で
に

本
人
に
通
知
し
ま
す
。

　　下

　　刈
　　　り

⑤作
．業

8
●

31

元
町
）
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卜事業フライ●夢

入賞作品紹介4一
　　　　（敬称略）6年　金子　博美仙田小

ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
夢
フ
ラ
イ
ト

　
　
千
手
小
　
六
年
　
関
口
　
厚
美

　
ど
き
ど
き
、
わ
く
わ
く
。
早
く
私

の
番
が
く
る
と
い
い
な
あ
。

　
五
年
生
が
終
わ
り
、
六
年
生
の
一

番
目
が
の
っ
た
。
そ
し
て
、
二
番
目

の
人
が
の
っ
た
。
そ
れ
か
ら
私
た
ち

は
、
あ
め
を
も
ら
い
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

の
は
め
方
を
な
ら
い
、
ヘ
リ
コ
プ
タ

ー
の
来
る
の
を
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

［
あ
っ
来
た
。
ほ
ら
。
」
と
私
が
言

っ
た
。
そ
れ
か
ら
、
み
ん
な
で
手
を

つ
な
ぎ
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
の
っ
た
。

　
さ
あ
出
発
。
フ
ワ
ン
。
空
へ
上
が

っ
て
い
く
。
ま
る
で
、
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
に
の
っ
て
る
み
た
い
。
も
う
、
人

が
見
え
な
く
な
っ
た
。
と
思
っ
て
い

れ
ば
、
あ
り
ゃ
り
ゃ
、
川
西
ダ
ム
だ
。

「
き
れ
ー
い
。
」
田
ん
ぼ
が
こ
が
ね

色
に
そ
ま
っ
て
い
る
。
「
あ
っ
た
あ
。

ほ
ら
、
あ
そ
こ
の
木
で
す
こ
し
か
く

れ
て
い
る
所
。
」
私
の
家
。
空
か
ら

見
る
う
ち
は
、
ち
い
さ
く
て
、
あ
り

の
家
み
た
い
だ
っ
た
。

　
　
「
次
に
、
右
に
見
え
る
方
が
十
日

町
で
す
。
」
あ
っ
ち
が
十
日
町
だ
。

し
な
の
川
が
あ
っ
て
、
十
日
町
で
。

な
ん
だ
か
き
ゅ
く
つ
そ
う
で
、
か
わ

い
そ
う
。

　
も
ど
っ
て
き
た
。
私
は
、
ま
た
、

自
分
の
家
を
探
し
て
し
ま
っ
た
。

　
「
人
な
ん
て
見
え
な
い
で
し
ょ
う
。
」

ほ
ん
と
か
な
あ
。
ん
う
ん
。
ほ
ん
と

だ
、
人
は
見
え
な
い
し
、
車
が
ミ
ニ

川
西
中
　
一
年
　
桐
生
　
千
恵

灘
蝦
灘
麗
灘
・
覇

カ
ー
み
た
い
だ
も
の
。
あ
れ
じ
ゃ
あ

見
え
な
い
な
。

　
次
は
、
ど
こ
を
見
る
ん
だ
ろ
う
。

［
も
う
す
ぐ
、
時
間
だ
か
ら
、
お
り

る
よ
。
」
「
え
っ
ー
、
そ
ん
な
あ
ー
。
」

ゲ
ッ
。
も
う
つ
い
て
し
ま
っ
た
。
で

も
、
い
い
思
い
出
が
で
き
た
目
を
と

じ
れ
ば
、
ま
た
、
ち
い
さ
な
家
が
見

え
て
く
る
。
六
年
生
に
な
っ
て
ひ
と

つ
め
の
サ
イ
コ
ー
の
た
か
ら
も
の
。

は
じ
め
て
の
っ
た
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

　
　
仙
田
小
　
六
年
　
小
林
健
一

　
「
バ
ラ
バ
ラ
バ
ラ
…
…
」
ベ
ル
ト

を
付
け
た
ら
、
出
発
し
ま
し
た
。
ぼ

く
た
ち
は
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
は
じ
め

て
乗
っ
た
の
で
す
。
一
し
ゅ
ん
の
間

に
地
上
が
遠
ざ
か
っ
て
、
急
に
耳
が

ツ
ー
ン
と
き
ま
し
た
。

　
下
を
見
て
み
る
と
、
た
た
み
を
ひ

い
た
よ
う
な
田
が
広
く
ひ
ろ
が
っ
て

い
ま
し
た
。
こ
こ
は
ま
だ
上
野
あ
た

り
で
す
。
も
け
い
を
見
て
い
る
よ
う

で
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
山
を
一
つ
こ
え
た
だ

け
で
、
だ
ん
だ
ん
田
ん
ぼ
や
小
さ
な

田
が
山
や
谷
の
間
に
ぽ
つ
ぽ
つ
見
え

て
き
ま
し
た
。
越
ケ
沢
で
す
。
一
つ

の
山
を
越
え
た
だ
け
で
ず
い
ぶ
ん
景

色
が
変
わ
る
な
あ
と
び
っ
く
り
し
ま

し
た
。

　
仙
田
は
山
が
多
い
か
ら
広
く
な
い

ん
だ
な
、
と
思
い
ま
す
。
仙
田
の
真

ん
中
に
点
々
と
あ
る
小
さ
な
山
を
切

り
開
い
て
平
野
に
し
て
し
ま
え
ば
、

広
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
に
ビ

ル
な
ど
、
大
き
な
建
て
物
を
建
て
た

ら
い
い
な
あ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
と
、

デ
パ
ー
ト
な
ど
い
っ
ぱ
い
店
が
建
て

ば
、
い
ち
い
ち
遠
く
ま
で
買
い
物
に

行
か
な
く
て
も
す
む
で
し
ょ
う
。
市

民
プ
ー
ル
や
体
育
館
、
遊
園
地
な
ど

建
て
た
ら
、
す
ご
く
に
ぎ
や
か
な
町

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
だ
け
ど
、
も
っ
と
広
い
道
が
な
い

と
、
そ
の
他
の
町
や
市
か
ら
人
が
あ

ま
り
こ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
高

速
道
路
や
、
鉄
道
、
飛
行
機
な
ど
が

通
っ
て
い
た
ら
、
も
っ
と
よ
く
な
る

と
思
い
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
る
間
も

な
く
、
越
ケ
沢
を
越
え
家
が
い
っ
ぱ

い
見
え
て
き
ま
し
た
。
ぼ
く
の
家
が

あ
る
中
仙
田
で
す
。
ま
ず
最
初
に
郵

麟

便
局
の
白
い
建
物
が
見
え
て
き
ま
し
　
0

た
。
学
校
も
見
え
て
き
ま
し
た
。
国
　
。1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

道
二
五
二
に
比
べ
る
と
、
昔
か
ら
の
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3

道
は
狭
く
て
ぐ
に
ゃ
ぐ
に
ゃ
曲
が
っ

て
い
ま
す
。
生
活
を
便
利
に
す
る
た

め
に
、
苦
労
し
て
二
五
二
を
作
っ
た

こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。

　
ぼ
く
は
、
こ
の
夢
フ
ラ
イ
ト
で
い

く
つ
も
の
発
見
を
し
ま
し
た
。
ま
さ

に
、
夢
と
感
動
の
フ
ラ
イ
ト
で
し
た
。

ぼ
く
の
心
に
残
っ
た
上
空
か
ら
の
川

西
町
は
、
一
生
忘
れ
る
こ
と
は
な
い

で
し
ょ
う
。
す
ば
ら
し
い
企
画
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
最
高
の
喜
び

　
　
川
西
中
　
一
年
　
戸
田

ヘ
リ
に
乗
っ
て
、
見
た

わ
が
町
、
川
西
町
。

真
上
か
ら
見
下
ろ
し
た
町
。

僕
の
視
線
が
つ
き
さ
さ
る
。

1年高橋幹夫川西中

直
樹

ノ



「
す
ご
い
。
」

改
め
て
、
こ
の
自
然
に
は
驚
く
。

壮
大
な
山
々
、

と
て
つ
も
な
く
多
い
森
林
。

そ
し
て
木
落
に
流
れ
る

日
本
一
の
信
濃
川
。

そ
の
感
動
が
、

僕
の
体
の
中
を

血
と
い
っ
し
ょ
に
か
け
巡
る
。

最
高
の
喜
び
、

夢
フ
ラ
イ
ト
…
…
…
。

　
夢
で
輝
く
川
西
町

　
川
西
中
　
一
年
　
目
黒
貴
美
恵

上
空
か
ら
見
下
ろ
し
た

私
た
ち
の
町

川
西
町

い
つ
も
見
て
い
る
景
色
も

今
日
は
一
段
と

輝
い
て
見
え
る

自
分
の
家
も

緑
の
森
も
…
…
…
。

こ
の
景
色

1年　小川　真紀川西中

川
西
中
　
一
年
　
水
品
　
学
美

一
つ
一
つ
に

み
ん
な
の
夢
が

つ
ま
っ
て
い
る

私
の
夢
も

友
達
の
夢
も
…
…
…
。

川
西
町
は

み
ん
な
の
夢
で

輝
い
て
い
る
。

夢
フ
ラ
イ
ト

　
川
西
中
　
一
年
　
平
沢
　
孝
志

今
、
ぼ
く
た
ち
は

空
の
上
に
い
る
。

木
が
見
え

川
が
見
え

山
が
見
え

自
然
が
い
っ
ぱ
い
。

人
が
小
さ
い

車
も
小
さ
い

み
ん
な
小
さ
い
。

空
の
上
、

な
ん
て
不
思
議
な
所
だ
ろ
う
。

ぼ
く
よ
り
も

木
も
小
さ
い

山
も
小
さ
い

高
い
所
は
気
持
ち
が
い
い
。

　
み
ん
な
の
夢
、
の
せ
て

　
　
川
西
中
　
一
年
　
櫃
間
　
悠

も
の
す
ご
い
音
を
た
て
て

こ
の
地
を
と
び
た
っ
た
。

た
く
さ
ん
の
夢
を
の
せ
て
…
…

も
の
す
ご
い
音
と
共
に

み
ん
な
様
々
に
さ
け
ぶ
。

こ
わ
い
っ
て
言
い
な
が
ら

下
、
不
安
そ
う
に
見
て

き
ゃ
ー
っ
て
言
い
な
が
ら

手
、
み
ん
な
に
ふ
っ
て
い
る
。

　
あ
こ
あ
こ
、
私
の
家

喜
ん
で
指
さ
し
て

こ
わ
が
り
な
が
ら
も

す
っ
ご
く
楽
し
ん
で
た
。

1年北野めぐみ川西中

ほ
ん
の
何
分
間
、
私
た
ち
は

自
分
た
ち
の
町
を

い
つ
も
と
は
ち
が
う
輝
い
た
目
で

い
つ
も
通
り
の
町
を
見
た
。

小
さ
な
町
・
小
さ
な
家
・
小
さ
な
…

私
た
ち
の
大
き
な
夢
に
つ
つ
ま
れ

自
然
の
中
で

　
川
西
中
　
一
年
　
春
日
麻
由
美

主
目
：
・
：
：
：

そ
れ
は
豊
か
に
め
ぐ
る

信
濃
川

赤
…
…
…

そ
れ
は
畑
作
り
に
は
げ
む

私
た
ち
町
民
の
家

黄
…
…
…

そ
れ
は
日
本
一
の

コ
シ
ヒ
カ
リ

千手小6年グループ作品（村山正浩、蔵品和臣）

そ
し
て
緑
…
…
…

私
た
ち
の
直
直
な
心
を
育
て
る

森
林

町
の
木
・
ブ
ナ

青
・
赤
・
黄
・
緑

こ
れ
ら
の
色
々
は

私
た
ち
に

夢
を
あ
た
え
て
く
れ
た

近
代
化
さ
れ
た
今

日
本
に
は

こ
ん
な
す
ば
ら
し
い
所
が

残
っ
て
い
た
な
ん
て

二
十
一
世
紀
に
生
き
る

私
た
ち

自
然
の
中
で
育
て
上
げ
た

こ
の
心

い
つ
ま
で
も

い
つ
ま
で
も
…
…

※今回で、作品紹介は終了します。
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新
田
一

嘉族
金と
子川
　西
幸町
作

太
平
記
の
ふ
る
さ
と

　
　
　
に
っ
た
ハ
し
ヒ
う

　
古
来
、
新
田
荘
で
名
の
と
お
る
群

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
ヤ
ト
つ
か

馬
県
太
田
市
、
尾
島
町
・
藪
塚
本
町

　
　
　
　
か
さ
か
け

新
田
町
・
笠
懸
町
の
一
市
四
町
は
、

は
ち
ま
ん
た
ろ
う
み
な
も
と
の
よ
し
い
え

八
幡
太
郎
源
義
家
に
始
ま
る
名
門
新

田
氏
の
本
拠
地
で
あ
っ
た
。
今
を
去

る
六
百
五
十
余
年
の
昔
、
新
田
義
貞

　
こ
う
ギ
げ
の
く
ワ
に

が
上
野
国
で
挙
兵
し
、
北
条
討
幕
を

果
た
し
た
と
伝
え
る
「
太
平
記
」
の

ふ
る
里
で
知
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
里
が
、
い
ま
大
河
ド
ラ
マ
で

放
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
契
機
に
、

新
田
荘
中
心
地
の
太
田
市
は
戸
沢
市

長
の
呼
び
か
け
で
、
二
月
七
、
八
日

に
同
市
で
［
新
田
氏
ゆ
か
り
の
都
市

の
集
い
」
を
意
義
深
く
開
催
し
た
。

以
下
、
そ
の
大
要
を
紹
介
し
た
い
。

　
ゆ
か
り
の
都
市
の
集
い

　
本
県
は
旧
中
魚
沼
の
四
市
町
村
長

羅

　
　
　
　
　
　
　
　
は
　
た
　
　
き
　
　
　
つ
　
ば
り

が
招
待
を
受
け
た
。
波
多
岐
（
津
張
）

荘
と
呼
称
さ
れ
た
妻
有
郷
は
里
見

系
新
田
一
族
の
地
で
、
新
田
義
貞
の

挙
兵
に
加
わ
り
、
南
朝
方
の
有
力
な

勢
力
と
な
っ
て
活
躍
し
た
。
南
北
朝

の
後
期
に
お
い
て
も
、
義
貞
の
子
義

宗
ら
の
根
拠
地
と
し
て
最
後
ま
で
善

戦
し
た
、
そ
の
栄
光
の
歴
史
が
評
価

さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
川
西
町
で
は

南
雲
町
長
の
ご
好
意
で
、
上
村
政
基

文
化
財
調
査
審
議
会
委
員
と
筆
者
、

大
海
基
二
運
転
員
の
三
人
が
は
か
ら

ず
も
お
供
の
栄
に
浴
し
た
。

　
東
京
・
渋
谷
の
新
田
家
か
ら
当
主

の
新
田
陽
子
さ
ん
が
親
族
と
共
に
、

脇
屋
義
助
（
義
貞
の
弟
）
末
え
い
の

脇
屋
長
司
氏
が
大
分
県
別
府
市
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
来
賓
と
し
て
迎
え
ら
れ
た
。

　
全
国
か
ら
二
十
二
市
町
村
の
首
長

（
随
行
者
を
含
む
）
が
参
加
し
て
集

い
は
盛
り
上
が
り
、
次
の
宣
言
が
採

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘
騨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
難
轍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
婁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
塔
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
養
　
￥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
供
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
貞
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
義
左

択
さ
れ
て
二
日
間
の
幕
を
閉
じ
た
。

　
　
　
宣
言

　
新
田
義
貞
公
は
、
今
を
去
る
六
百

五
十
有
余
年
前
、
新
田
氏
一
族
を
率

い
て
、
鎌
倉
に
、
京
都
に
、
さ
ら
に

は
広
く
全
国
各
地
で
、
己
の
信
ず
る

と
こ
ろ
を
奉
じ
て
活
躍
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

　
新
田
義
貞
公
が
示
し
た
、
厚
い
自

じ侍
の
態
度
や
目
標
に
向
か
っ
て
一
路

ま
い
し
ん

適
進
す
る
行
動
力
、
寛
大
で
純
粋
な

精
神
は
、
時
代
の
大
き
な
転
換
を
自

覚
さ
せ
る
現
在
、
改
め
て
私
達
に
大

き
な
示
唆
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。

　
私
ど
も
新
田
氏
ゆ
か
り
の
都
市
は

こ
れ
を
契
機
と
し
て
相
互
に
交
流
を

深
め
る
と
と
も
に
、
新
田
義
貞
公
及

び
そ
の
一
族
の
残
し
た
貴
重
な
足
跡

の
見
直
し
に
努
め
、
こ
れ
を
後
世
に

伝
え
る
べ
く
必
要
な
保
存
及
び
整
備

を
図
る
こ
と
を
宣
言
す
る
。

　
平
成
三
年
二
月
七
日

　
　
新
田
氏
ゆ
か
り
の
都
市
の
集
い

　
　
　
　
　
　
　
参
加
都
市
一
同

　
南
朝
方
の
市
区
と
町

　
前
記
の
ほ
か
、
こ
の
集
い
に
参
加

し
た
市
区
町
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
埼
玉
県
所
沢
市
　
小
手
差
原
の
合

戦
地
。
鎌
倉
攻
め
の
新
田
軍
と
、
こ

れ
を
迎
え
討
つ
幕
府
軍
が
衝
突
し
た

戦
場
。
新
田
軍
の
勝
利
。

　
東
京
都
太
田
区
　
新
田
義
興
（
義

貞
の
子
）
が
矢
口
の
渡
し
で
自
害
。

新
田
神
社
に
義
興
の
絵
巻
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ぶ
　
ば
ハ

　
東
京
都
府
中
市
分
倍
、
河
原
の
合

戦
地
。
新
田
軍
と
幕
府
軍
の
主
力
同

士
が
激
戦
。
新
田
軍
の
勝
利
。

　
福
井
県
福
井
市
　
新
田
義
貞
が
藤

　
　
　
　
　
な
ら
ぐ

島
荘
燈
明
寺
畷
で
討
死
。
三
十
八
歳
。

　
　
　
　
　
　
　
か
ぷ
と

藤
島
神
社
に
国
宝
の
兜
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
か
ね
が
さ
き

　
同
県
敦
賀
市
　
金
崎
城
が
越
前
に

お
け
る
最
初
の
新
田
義
貞
軍
根
拠
地
。

新
田
義
顕
（
義
貞
の
子
）
自
害
。

　
同
県
丸
岡
町
　
称
念
寺
に
県
指
定

史
跡
新
田
義
貞
の
墓
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
そ
ま
や
ま

　
同
県
南
条
町
杣
山
城
に
脇
屋
義

治
（
義
助
の
子
）
が
在
城
。

　
滋
賀
県
大
津
市
後
醒
醐
天
皇
が

延
暦
寺
に
五
カ
月
間
臨
幸
、
後
に
京

都
へ
還
行
し
、
吉
野
へ
脱
出
。
義
貞

　
つ
る
な
が
　
　
　
　
　
　
た
か
な
が

は
恒
良
親
王
、
尊
良
親
王
と
越
前
へ
。

　
奈
良
県
吉
野
町
　
南
朝
御
所
の
所

在
地
。
　
［
花
は
吉
野
に
嵐
吹
く
」

　
愛
媛
県
今
治
市
　
脇
屋
義
助
が
吉

野
か
ら
伊
予
国
府
に
入
る
が
病
没
。

　
群
馬
県
榛
名
町
　
新
田
系
里
見
氏

の
領
地
。
義
貞
の
挙
兵
に
加
わ
る
。

　
同
県
大
泉
町
　
義
貞
と
共
に
行
動

し
た
児
島
高
徳
の
高
徳
寺
が
あ
る
。

　
　
　
お
ロ
つ
ら

　
同
県
邑
楽
町
　
篠
塚
伊
賀
守
が
義

貞
の
挙
兵
で
鎌
倉
攻
め
に
参
加
。

　
北
条
倒
し
た
妻
有
勢

　
元
弘
三
年
（
二
二
三
三
）
五
月
八

日
卯
の
刻
へ
午
前
六
時
）
に
、
新
田

　
　
　
い
く
し
な

義
貞
が
生
品
明
神
社
前
で
挙
兵
し
た

時
は
百
五
十
騎
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

こ
の
人
数
で
鎌
倉
を
攻
め
る
の
は
無

謀
だ
と
士
卒
は
意
気
消
沈
し
て
い
た

が
、
そ
の
日
の
夕
方
、
越
後
の
大
井
田

経
隆
が
旗
指
物
を
押
し
立
て
、
鳥
山
、

羽
川
、
里
見
、
田
中
ら
の
一
族
二
千

余
騎
を
率
い
て
駆
け
付
け
る
。

　
天
弘
年
中
の
川
西
は
、
大
井
田
氏

の
普
門
寺
（
霜
条
の
山
田
観
音
堂
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
さ
む
ら
い

が
全
盛
期
で
、
山
根
在
住
の
地
侍
た

ち
も
大
勢
参
加
し
た
と
思
わ
れ
る
。

　
越
後
勢
が
来
た
こ
と
で
新
田
軍
の

士
気
は
上
が
り
、
翌
日
は
五
千
騎
に

ふ
え
、
や
が
て
、
源
氏
の
勢
力
は
二

十
万
七
千
余
騎
に
ふ
く
れ
上
が
っ
て

一
路
鎌
倉
を
め
ざ
す
の
で
あ
る
。

　
　
「
も
し
越
後
勢
が
駆
け
付
け
な
か

っ
た
ら
、
参
着
が
遅
れ
て
い
た
ら
、

新
田
義
貞
の
運
命
も
、
建
武
の
中
興

の
歴
史
も
変
わ
っ
て
い
た
か
も
知
れ

な
い
」
と
、
佐
野
良
吉
氏
は
そ
の
著

　
刷
妻
有
郷
」
で
述
べ
て
い
る
。

　
板
碑
の
残
る
川
西
町

　
北
条
氏
滅
亡
の
あ
と
、
天
下
の
人

　
　
あ
し
か
が
た
か
う
じ

心
は
足
利
尊
氏
に
な
び
い
て
い
く
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
ね

信
義
と
節
操
を
貫
く
妻
有
勢
は
、
宗

な
が良

親
王
を
い
た
だ
く
義
宗
ら
と
共
に

活
躍
し
、
越
後
南
朝
の
根
拠
地
と
な

っ
た
節
黒
城
や
千
手
城
ほ
か
に
立
て

こ
も
っ
て
奪
戦
す
る
。
し
か
し
、
み

旗
は
再
度
ひ
る
が
え
る
こ
と
が
な
く
、

正
平
二
十
三
年
（
一
三
六
八
）
七
月
、

南
朝
軍
は
つ
い
に
矢
折
れ
力
尽
き
る
。

　
私
た
ち
の
町
に
残
る
、
南
北
朝
時

代
の
紀
年
銘
の
あ
る
板
碑
は
、
川
西

町
が
南
朝
終
え
ん
の
地
で
あ
っ
た
事

実
を
悲
し
く
伝
え
て
い
る
。
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史
史
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光
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伸
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生
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口
橋
崎
桐
山
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学
小
高
井
山
高
川
片
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関
清
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灘
①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩

　
二
十
一
世
紀
も
間
近
で
す
。

　
「
ゆ
と
り
の
時
代
」
と
か
「
心
の

時
代
」
と
い
わ
れ
る
こ
れ
か
ら
の
時

代
に
向
け
て
、
自
ら
が
生
き
、
学
び
、

個
を
成
長
さ
せ
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
平
均
寿
命
の
の
び
と
共
に
、

労
働
時
間
が
短
縮
さ
れ
て
、
自
由
時

間
が
膨
大
に
な
る
時
代
と
も
い
え
ま

す
。

　
例
え
ば
、
人
生
八
十
年
の
時
間
は

約
七
十
万
時
間
、
そ
の
う
ち
二
十
五

万
時
間
が
自
由
時
間
だ
と
い
う
試
算

も
あ
り
ま
す
。
こ
の
膨
大
な
自
由
を

生
き
ぬ
く
た
め
に
、
生
涯
学
習
は
す

べ
て
の
人
間
が
歩
ん
で
い
く
道
で
す
。

平
成
元
年
度
の
総
理
府
の
「
生
涯

学
習
に
関
す
る
世
論
調
査
」
に
よ
る

と
、
　
コ
生
を
通
じ
て
い
つ
で
も
、

仕
事
や
日
常
生
活
に
必
要
な
こ
と
を

学
ん
だ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
や
芸
術
文
化

に
親
し
み
た
い
と
思
う
者
」
は
七
十

八
％
と
な
っ
て
お
り
、
学
習
に
対
す

る
意
欲
・
関
心
の
高
さ
を
示
し
て
い

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
実
情
の
中
で
、
い
ま
、

各
地
で
住
民
の
生
涯
学
習
活
動
に
基

盤
を
置
く
「
ま
ち
づ
く
り
」
が
展
開

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ち
づ
く
り

は
、
住
民
総
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
で

あ
り
、
高
齢
者
が
生
き
生
き
す
る
ま

ち
、
文
化
と
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
す

る
ま
ち
、
健
康
づ
く
り
の
ま
ち
、
あ

る
い
は
生
涯
学
習
宣
言
の
ま
ち
な
ど
。

　
現
今
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
ソ
フ
ト

ゥ
ェ
ア
づ
く
り
に
変
わ
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
テ
ー
マ

は
、
す
べ
て
生
涯
学
習
に
か
か
わ
る

も
の
で
す
。

　
町
で
も
、
生
涯
学
習
の
推
進
に
よ

り
、
町
民
一
人
一
人
が
生
活
の
中
で

学
習
し
、
知
識
・
知
恵
を
出
し
合
っ

て
活
動
し
な
が
ら
、
　
「
心
身
と
も
に

健
康
で
、
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
家
庭

を
大
切
に
し
、
互
い
に
尊
敬
し
合
う
、

地
域
に
根
ざ
し
た
個
性
豊
か
な
人
づ

く
り
」
、
　
「
う
る
お
い
の
あ
る
豊
か

で
活
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
進

め
た
い
も
の
で
す
。

）レ風諸2注、籾

生涯学習のマスコット“マナビィ”
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皇
圃
圖
團

圃
函
回
▽

　
読
み
き
か
せ
の
会

　
「
ふ
き
の
と
う
」
の
紹
介

　
こ
の
会
は
、
町
の
公
民
館
活
動
の

一
環
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
に
本
の

読
み
き
か
せ
や
、
人
形
劇
の
公
演
、

有
線
を
通
じ
て
の
昔
話
な
ど
、
幅
広

く
町
民
に
親
し
ま
れ
る
活
躍
を
さ
れ

て
い
る
の
で
、
ご
承
知
の
方
も
多
い

と
思
い
ま
す
。
す
で
に
発
足
以
来
五

年
目
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
実
は
、
こ
の
会
を
支
え
て
い
る
の

は
、
　
「
わ
が
子
が
本
好
き
に
な
っ
て

ほ
し
い
」
と
い
う
お
母
さ
ん
方
の
願

い
が
あ
っ
て
の
こ
と
な
の
で
す
。
毎

月
、
子
ど
も
の
本
の
学
習
を
し
な
が

ら
、
ど
ん
な
本
が
子
ど
も
に
受
け
る

か
、
直
接
読
み
き
か
せ
な
が
ら
実
践

を
重
ね
て
き
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
実
践
を
通
し
て
、
子
ど

も
の
感
動
や
よ
ろ
こ
び
が
、
読
み
手

で
あ
る
大
人
に
も
子
ど
も
と
共
感
で

き
る
よ
ろ
こ
び
が
伝
わ
る
こ
と
を
発

見
し
て
き
た
の
で
す
。

　
「
わ
が
子
を
本
好
き
に
と
い
う
素

朴
な
願
い
が
、
子
ど
も
の
本
の
学
習

を
続
け
て
い
く
う
ち
に
、
い
つ
の
間

に
か
人
様
の
前
で
公
演
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ア
活
動
に
と
広
が
っ
て
い
っ
た
の

で
す
」
1
と
、
小
海
貴
代
美
会
長

は
、
新
潟
生
涯
学
習
フ
ォ
ー
ラ
ム
の

席
上
で
述
べ
て
い
ま
す
。

　
と
も
す
る
と
子
育
て
や
、
仕
事
の

な
か
に
埋
も
れ
て
し
ま
い
が
ち
な
、

お
母
さ
ん
方
の
さ
わ
や
か
な
活
躍
ぶ

り
に
、
心
か
ら
温
か
い
拍
手
を
贈
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
現
在
会
員
二
十
一
人
、
四
月
か
ら

新
た
な
会
員
を
募
っ
て
い
ま
す
。

…
③
　
一
夫
隆
一
作
孝
吾
吉
実
信

茜
貝
嘲
元
武
政
毅
信
直
慎
栄
正
正

…
託
舗
林
田
木
橋
木
橋
條
條
生
中

…
嘱
ー
小
半
童
．
同
青
山
．
同
中
中
桐
田

リ
ヤ

“
㌧
　
　
田
島
脇
倉
戸
谷
瀬
倉
倉
倉

…
し
　
　
山
　
　
　
　
　
　
　
白
自

り
　
　
　
　
　
で

…
訴
　
　
中
室
小
高
田
赤
岩
大
大
小

“
茉

“●
●
●
●
O
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
0
0
●
●
●
●
●
●
O
O
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
0
●
●
●
●
●
●
●
●
O
●
●
一

〇
●
・
●
●
●
o
●
o
o
●
o
●
o
o
o
●
●
■
●
●
●
●
●
■
●
●
o
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●
o
●
o
●
●
．
．
●
●
●
．
●
●
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饗鰭く
上
野
小
学
校
1

3・3・10㊥

、　姜　　　　　＿
　　目　　　　立
　　　　　　思、

　　　　　　　　（敬称略）
　一般寄附
丸山精二郎（取手市〉3万円

水品仁呉（三領）20万円
岡村ふじ江（沼田市）

　図書（蝶がいっぱい》1冊

6年渡部人志君

1
年
押
木
真
澄
君

3
年
古
沢
　
　
了
君

2年金子歩美さん

4
年
井
川
麻
沙
子
さ
ん

6
年
押
木
恵
美
さ
ん

2年金子　司君

（4月号は橘小学校です）



　
国
民
年
金
加
入
者
の
よ
り
豊
か
な

老
後
を
目
指
し
て
、
　
『
国
民
年
金
基

金
』
が
発
足
し
ま
す
。

　
国
民
年
金
基
金
と
は
、
　
「
老
齢
基

礎
年
金
に
上
乗
せ
の
年
金
を
支
給
す

る
」
と
い
う
も
の
で
、
こ
と
し
四
月

の
ス
タ
ー
ト
に
向
け
現
在
、
準
備
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
◎
基
金
の
種
類

①
地
域
型
国
民
年
金
基
金
…
…
同
一

県
内
に
住
む
第
一
号
被
保
険
者
で
組

織
す
る
。

②
職
能
型
国
民
年
金
基
金
…
…
同
じ

職
種
で
働
く
第
一
号
被
保
険
者
で
組

織
す
る
。

タイプ
一支給開

始年齢
支　給
期　間

保　証
期　間

ボーナ
ス給付

支給開始前

死亡給付

終
身
年
金

A 65歳 終身 15年間
保証付

年1
回払

あり

B 65歳 終身
保証期
間なし

年1

回払 なし

C 65歳 終身
保証期
間なし なし なし

確
定
年
金

1 65歳 15年
有期

15年
確定

年1
回払

あり

1【

65歳 10年
有期

10年
確定

年1

回払 あり

皿 65歳
15年
有期

15年
確定

年1
回払

あり

　
◎
加
人
者

●
加
入
対
象
は
二
十
歳
以
上
六
十
歳

末
満
の
第
一
号
被
保
険
者
（
自
営
業

者
）●

本
人
の
希
望
に
よ
り
加
入
で
き
る

●
農
業
者
年
金
に
加
入
し
て
い
る
方

や
、
国
民
年
金
保
険
料
を
免
除
さ
れ

て
い
る
方
は
加
入
で
き
ま
せ
ん
。

　
◎
給
付
の
種
類

●
「
終
身
年
金
」
と
一
定
期
間
受
け

と
る
「
確
定
年
金
」
が
あ
り
ま
す
。

●
ど
の
型
を
選
ぶ
か
は
、
あ
な
た
の

自
由
で
す
。
た
だ
し
、
一
口
目
は
「
終

身
年
金
」
の
中
か
ら
選
ば
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
（
別
表
参
照
）

●
年
金
額
は
、
加
人
口
数
に
よ
っ
て

　
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

（加入例）満40歳で加入の場合
　「終身年金」Aと「確定年金」　1を1□づ

選択した場合

ボーナス給付　（年1回）

基本給付　（2□目）
年金月額1万円（15年有期）

　ボーナス給付　（年1回）　1
騨一卿一．レー・D－o　o－9●一り一〇一一。一一一伽’働．，一一一一一一帥一。●騨

　　　　　　　　　　　　　の
　基本給付　（1□目）　1
　年金月額3万円（終身）　：
　　　　　　　　　　　　　！
65歳　　　　　　　　　　80歳

確
定
年
金
　
終
身
年
金

決
ま
り
、
一
口
目
の
年
金
月
額
は
三

万
円
と
な
り
ま
す
。

●
加
人
年
齢
が
、
四
十
六
歳
以
上
五

十
五
歳
未
満
の
方
は
、
一
口
目
の
年
金

額
が
二
万
円
～
一
万
円
と
な
り
ま
す
。

◎
掛
金

●
一
口
当
た
り
の
掛
金
は
、
加
入
時

の
年
齢
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

●
掛
金
の
最
高
限
度
は
、
月
額
六
万

八
千
円
で
す
。

●
掛
金
は
、
指
定
の
金
融
機
関
の
口

座
か
ら
自
動
的
に
引
き
落
と
さ
れ
ま

す
。

◎
税
の
優
遇

　
掛
金
は
、
全
額
が
社
会
保
険
料
控

除
の
対
象
と
な
り
、
受
け
と
る
年
金

に
は
、
公
的
年
金
な
ど
控
除
が
適
用

さ
れ
ま
す
。

　
国
民
年
金
基
金
に
つ
い
て
不
明
の

点
は
、
役
場
住
民
係
に
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。手

作
り
細
工
で

　
二
月
十
三
日
、
南
原
保
育
園
の
園

児
に
、
佐
藤
利
雄
さ
ん
（
高
原
田
6
2

歳
）
か
ら
、
手
作
り
の
竹
で
で
き
た
、

か
ら
く
り
人
形
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
佐
藤
さ
ん
は
、
今
の
子
ど
も
た
ち

が
、
フ
ァ
ミ
コ
ン
な
ど
で
遊
ぶ
の
を

見
て
、
　
「
な
ん
と
か
昔
の
遊
具
で
園

児
た
ち
を
喜
ば
す
こ
と
が
で
き
な
い

か
」
と
い
う
こ
と
か
ら
、
こ
の
竹
人

形
を
思
い
つ
き
ま
し
た
。

日
一
円
で

最
高
百
万
円
の
見
舞
金

　
県
交
通
災
害
共
済
の
更
新
加
入
時

期
と
な
り
ま
し
た
。
嘱
託
員
を
通
じ

て
申
込
書
が
配
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
交
通
事
故
は
、
い
く
ら
自
分
で
注

意
し
て
い
て
も
、
万
一
と
い
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
す
で
に
、
加
入
し
て

い
る
方
も
三
月
末
日
で
共
済
期
間
が

終
わ
り
ま
す
。
引
き
続
き
、
ご
家
族

全
員
が
加
入
す
る
よ
う
お
勧
め
し
ま

す
。　

去
年
加
入
し
た
八
千
五
百
人
（
加

入
率
九
十
四
・
五
％
）
の
う
ち
、
事

故
に
あ
い
見
舞
金
を
受
け
ら
れ
た
方

は
、
二
十
二
人
（
三
百
七
万
円
・
二

月
十
日
現
在
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

加
入
申
込
書
は

　
　
次
の
こ
と
に
注
意

園
児
を
喜
ば
す

　
作
業
は
小
正
月
あ
け
か
ら
開
始
。

小
学
校
の
工
作
で
な
ら
っ
た
も
の
を

思
い
出
し
な
が
ら
、
お
よ
そ
三
週
間

か
け
て
、
園
児
数
（
二
十
四
人
）
分

を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　
出
来
上
が
っ
た
人
形
は
、
佐
藤
さ

ん
か
ら
園
児
一
人
一
人
に
手
渡
さ
れ
、

園
児
た
ち
は
口
々
に
「
あ
り
が
と
う
」

と
、
う
れ
し
そ
う
に
人
形
を
も
ら
っ

て
、
早
速
遊
ん
で
い
ま
し
た
。

①
申
込
書
と
変
わ
ら
な
け
れ
ば
、

　
人
数
と
金
額
を
記
入
し
、
会
費
を

　
添
え
て
お
出
し
く
だ
さ
い
。

②
こ
と
し
三
月
末
日
ま
で
に
転
出

　
す
る
方
は
、
加
入
で
き
ま
せ
ん
（
学

　
生
に
つ
い
て
は
加
入
で
き
ま
す
。
）

　
名
前
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
た
ら
、

　
棒
線
で
消
し
て
く
だ
さ
い
。

③
申
込
書
に
、
名
前
が
打
ち
出
さ

　
れ
て
い
な
い
方
は
、
余
白
欄
に
書

　
き
加
え
て
く
だ
さ
い
。

④
申
込
書
は
、
左
右
切
り
離
さ
ず
、

　
嘱
託
員
に
お
渡
し
く
だ
さ
い
。

佐藤さん（右端）と竹人形で遊ぶ園児たち

　
「
佐
藤
さ
ん
の
よ
う
な
人
が
い
て

く
れ
あ
り
が
た
い
」
と
、
保
母
さ
ん

か
ら
も
感
謝
の
言
葉
が
表
わ
さ
れ
ま

し
た
。
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聾
薦簿
璽
雑
撰
闘

　
騨
葛
葛
骸
犠
骸
骸
葛
葛
骸
葛
葛
葛
葛

う
ぶ
声
1
お
す
こ
や
か
に

　
　
　
あ
ん
な
　
智

星
名
杏
奈
清
　
江
長
女
上
　
野

　
　
　
　
　
　
一
　
男

斎
喜
つ
ぐ
み
初
　
美
長
女
室
　
島

　
　
　
　
　
　
　
　
、
わ
琶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
田
白
南
風
選

O
大
雪
の
予
報
か
ん
じ
き
直
し
置
く

　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
　
登
坂
伊
智
子

○
春
一
番
吹
い
て
う
れ
し
き
便
り
書
く

　
　
　
　
　
　
板
橋
区
　
田
中
優
美

○
か
た
く
り
の
花
の
葉
書
の
案
内
か
な

○
待
春
の
雪
底
に
あ
る
水
の
音

　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
　
小
川
　
益
栄

　
マ
ス
ク
し
て
大
胆
な
こ
と
言
い
に
け
り

　
着
ぶ
く
れ
て
策
売
る
声
や
節
季
市

　
　
　
　
　
　
　
木
落
丸
山
鉄
四
郎

　
帰
省
子
の
お
い
て
去
り
た
る
春
の
風
邪

　
高
層
の
窓
粉
雪
の
舞
い
上
が
り

　
ビ
ニ
ー
ル
を
張
り
て
春
菜
の
蔓
を
待
つ

　
雪
嵩
の
減
り
て
隣
家
の
窓
灯
り

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
野
沢
静
江

　
い
ろ
い
ろ
の
種
子
確
か
め
て
春
を
待
つ

　
　
　
　
　
　
　
上
野
　
渡
辺
　
　
朝

　
　
　
　
　
発
電
所
通
り
　
小
川
　
京
子

　
　
　
　
　
　
　
元
町
金
子
鉄
平

　
　
　
　
　
　
中
島
町
相
沢
鈴
江

　
　
　
　
　
　
中
仙
田
　
南
　
川
　
子

　
　
　
　
　
　
　
三
領
　
高
橋
た
か
し

　
　
え
り
か

羽
鳥
絵
里
熊
㌃
女
木
落

　
　
け
ん
い
ち
順
　
一

佐
藤
　
憲
一
陽
　
子
長
男
田
　
中

丸
山
義
慧
諺
男
朝
日
町

山
崎
翼
輯
萎
寺
ケ
崎

　
　
ひ
ろ
か
ず

登
坂
裕
和
充
隆
乃
長
男
赤
谷

雪
巻
き
て
電
線
太
く
た
る
み
け
り

　
　
　
　
　
　
大
倉
中
条
　
石
平

果
て
も
な
く
湾
岸
戦
争
春
寒
し

　
　
　
　
　
　
赤
谷
登
坂
酔
月

寺
ま
で
の
雪
壁
の
道
幾
曲
り

　
　
　
　
　
　
霜
条
星
名
星
光

雪
壁
の
影
の
冷
た
き
空
気
も
つ

　
　
　
　
　
　
仁
田
　
小
幡
し
ん
女

新
聞
の
お
く
れ
て
届
く
深
雪
か
な

　
　
　
　
　
中
仙
田
　
高
橋
　
杉
枝

振
袖
の
ス
テ
ー
ジ
に
舞
う
雪
ま
つ
り

　
　
　
　
　
　
上
野
　
星
名
　
春
子

春
炬
燵
山
菜
話
盛
り
上
が
る

　
　
　
　
　
　
山
野
田
　
藤
田
ひ
ろ
志

　
初
午
や
稲
荷
の
旗
を
雪
に
立
て

　
　
　
　
　
　
高
倉
　
斎
木
　
和
人

　
盆
栽
の
蕾
ふ
く
ら
み
春
近
し

　
　
　
　
　
　
沖
立
　
富
　
士
美

　
さ
く
ら
餅
土
産
に
妻
の
小
さ
き
旅

　
　
　
　
　
　
上
野
　
内
山
寛
平

　
紅
梅
の
色
付
き
し
園
七
福
巡
り

　
　
　
　
　
　
浦
和
市
登
坂
博
史

　
消
雪
の
水
を
よ
け
つ
・
店
に
入
る

　
　
　
　
　
　
小
白
倉
　
江
口
み
ゆ
き

　
遊
び
子
の
居
ぬ
公
園
の
寒
さ
か
な

　
　
　
　
　
　
練
馬
区
須
藤
遊
人

　
二
月
晴
飛
行
機
雲
の
切
れ
目
な
く

　
　
　
　
　
伊
勢
原
市
　
金
子
　
桂
吉

清
水
　
　
も
燕
み
　
進
　
　
三
男
下
平
新
田

　
　
　
　
　
千
　
春

昇
天
1
ご
め
い
福
を
祈
る

水
品
　
忠
雄
64
（
本

野
沢
清
一
7
4
（
岩

藤
巻
　
ハ
ル
7
6
（
一

五
十
嵐
熊
蔵
78
（
本

村
越
米
平
7
9
（
本

人人弘夫人
）　）　）　）　）

野野塩野三

口口辛口領

蜜
柑
む
く
指
先
白
く
夜
長
か
な

　
　
　
　
八
王
子
市
　
松
浦
　
サ
ク

除
雪
車
の
通
り
し
後
の
雪
の
壁

　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越
　
　
幸

短
日
や
か
す
か
に
湯
気
の
立
つ
清
水

　
　
　
　
　
　
上
町
　
高
橋
　
願
似

屋
根
の
雪
下
ろ
せ
し
汗
の
一
ぬ
ぐ
い

　
　
　
　
　
四
郎
兼
　
平
野
　
恵
春

ど
こ
と
な
く
土
の
匂
い
や
春
隣

　
　
　
　
　
　
小
脇
佐
藤
信
一

』
星
影
の
ワ
ル
ツ
歌
っ
て
春
浅
し

　
　
　
　
　
　
霜
条
　
大
海
た
か
し

療
友
が
又
一
人
翫
く
別
れ
雪

　
　
　
　
　
足
立
区
駒
形
　
頼
太

節
分
の
福
よ
ぶ
声
の
高
々
と

　
　
　
　
発
電
所
通
り
春
日
　
ぶ
ん

寒
波
来
る
予
報
に
雪
の
降
っ
て
お
り

　
　
　
　
　
中
屋
敷
数
藤
仕
一

寒
椿
白
雪
の
中
咲
き
つ
づ
く

　
　
　
　
　
　
新
町
井
川
　
　
亘

晴
れ
上
り
雪
の
野
山
も
春
め
き
て

　
　
　
　
　
　
上
野
　
入
沢
　
は
や

春
近
し
勅
使
門
に
は
鳩
遊
び

　
　
　
　
　
厚
木
市
　
川
崎
　
保
一

か
た
く
り
の
花
咲
い
て
い
る
村
の
道

　
　
　
　
　
中
仙
田
　
小
林
　
一
則

　
　
　
、
「
U
「
」
．

　
肥
満
と
は
、
か
ら
だ
の
中
の
皮
下

脂
肪
が
必
要
以
上
に
多
く
な
っ
た
状

態
で
、
そ
の
原
因
の
ほ
と
ん
ど
は
食

べ
過
ぎ
と
運
動
不
足
で
す
。

　
去
年
の
町
の
住
民
検
診
の
結
果
、

肥
満
度
二
〇
％
以
上
の
方
は
、
一
六

・
二
％
で
し
た
。
六
人
に
一
人
は
肥

満
だ
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
太
り
過
ぎ
が
健
康
上
好
ま
し
く
な

い
こ
と
は
、
だ
れ
で
も
よ
く
知
っ
て

い
ま
す
。
高
血
圧
、
心
臓
病
、
糖
尿

病
な
ど
の
引
き
金
に
な
り
ま
す
。

　
分
か
っ
て
い
て
も
な
か
な
か
実
行

で
き
な
い
こ
と
に
、
こ
の
問
題
の
難

し
さ
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ

　
太
り
過
ぎ
の
人
や
最
近
体
重
が
増

O

太
り
だ
し
た
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

●
三
度
三
度
食
ぺ
む
ひ
こ

　
　
太
り
ま
す
（
顧
驕
嚇
簾
こ
）

監
欠
食
冴
ワ
o
匁
食
な
尉
南
歳

ダ
イ
エ
ッ
ト
を

3．3．10　轡

糖
難
鉛
蔽
得
髄
鹸
趨

と
飲
ん
だ
り
・
食
べ
た
り
す
る
の
が
幽

大
好
き
な
人
ば
か
り
で
す
．
強
い
意
囎

志
が
な
け
れ
ば
一
二
日
坊
主
に
な
り
か
雛

ね
ま
せ
ん
。
　
「
絶
対
に
や
せ
た
い
」

楠
羅
轄
蘇
壽
競
鞍
騒

で
し
よ
う
・
　
　
　
　
礪

噛・
　
璽
〃

鳩
）
つ
）
O
　
D
D
　
　
D

o　‘r嚇、
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3銭0

0
　
0
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Q
　
5
　
〈
∪

　
　
　
3
　
2
　
　
2

め函歳
葡
～
㌍

30
～
㌶
歳

20
歯
歳

寧
黒

O
　
厚

　
下
紡

　
皮
脂

　
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
成
功
さ
せ
る
た
め

　
の
ポ
イ
ン
ト

①
健
康
的
に
や
せ
な
け
れ
ば
意
味
が

　
な
い

②
食
べ
る
量
、
食
品
の
カ
ロ
リ
ー
を

　
知
ろ
う

③
欠
食
を
し
な
い

　
空
腹
時
間
が
長
く
な
る
と
、
か
ら

　
だ
の
脂
肪
合
成
能
力
が
高
ま
る
た

　
め
、
か
え
っ
て
太
り
ま
す
。

④
夕
食
は
軽
く
、
寝
る
直
前
の
食
事

　
は
太
り
や
す
い

⑤
早
食
い
を
し
な
い
こ
と

⑥
お
酒
や
清
涼
飲
料
は
ほ
ど
ほ
ど
に

⑦
ダ
イ
エ
ッ
ト
は
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い

　
食
事
で
、
脂
肪
と
糖
質
を
減
ら
し
、

　
た
ん
白
質
や
ビ
タ
ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ

　
ル
類
は
不
足
な
く
と
る


